
 

 

 

 

 

平成 29年度ロボット介護機器開発・導入促進事業（開発補助事業） 

 

実証試験モデルプロトコル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 9 月 4日 

  

資料11

rm000242
四角形



目  次 

 

 実証試験の概要 .................................................................................. 1 

 実証試験の目的 ........................................................................... 1 

 実証試験の実施体制 ..................................................................... 1 

 実証試験概要 ............................................................................. 3 

（1） 対象機器 .............................................................................. 3 

（2） 適用基準 .............................................................................. 3 

（3） 実証試験の研究デザイン ............................................................. 4 

（4） エンドポイント ........................................................................... 4 

（5） 評価方法（評価内容・タイミング・頻度） .......................................... 5 

（6） 実施手順 .............................................................................. 6 

（7） 緊急時の対応 ......................................................................... 6 

（8） 中止の要件 ............................................................................ 6 

 観察・測定方法 ................................................................................. 7 

 実証試験準備 ............................................................................. 7 

（1） 実証試験責任者等・調査対象施設・調査日の決定 .............................. 7 

（2） 評価者の選定・決定 .................................................................. 7 

（3） 事業所職員等に対する説明、講習会等の実施 .................................... 7 

（4） 対象者（要介護者）の要件 ........................................................ 7 

（5） 同意の取得（対象者及び家族への説明・依頼・同意書の取得） ............... 8 

（6） 対象者の介護者への説明と同意の取得（介護事業者が協力する場合） ...... 8 

（7） 機器の試用と対象者の決定 ......................................................... 8 

 データ取得 .................................................................................. 9 

（1） 機器導入前調査 ...................................................................... 9 

（2） 実証試験期間中のデータ収集 ...................................................... 10 

（3） 実証試験期間後のデータ収集及び廃棄 ........................................... 11 

 データ提出 ................................................................................. 13 

（1） 提出するデータ ........................................................................ 13 

（2） 提出データの形式 .................................................................... 13 

 情報の機密保持について ..................................................................... 15 

問い合わせ先 .................................................................................. 16 

 

（別添１）説明同意文書の例 

（別添２）調査票 

【A】 移動支援（屋外移動） 

【B】 移動支援（屋内移動） 

【C】 排泄支援 

【D】 入浴支援 

  



 

  

  

1 

 実証試験の概要 

実証試験の目的 

本実証試験はロボット介護機器の導入効果の科学的検証を行い、ロボット介護機器の介護現

場への普及・導入を促進させることを目的にして実施するものである。 

本実証試験では、高齢者等の生活にロボット介護機器を導入することで、機器利用者の活動

量・活動範囲の拡大や、ストレス状態が改善されることを科学的に検証することを狙いとする。ロボッ

ト介護機器の活用により、高齢者等の生活改善が推進されることで、介護現場の身体的負担や精

神的負担の軽減につながることを把握することも目的とした。 

本実証試験により機器利用者や介護現場における効果を把握することで、将来的にロボット介護

機器の利用者が増大し、機器の普及が促進することを目標とする。 

 

実証試験の実施体制 

本実証試験は、ロボット介護機器開発メーカーが実施主体となり、介護事業者等、調査・記録の

確認者からなる共同体(以下、「共同体」という。)を構成し、実証試験計画を策定、実施する。 

 

 

図 本実証試験の実施体制 
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表 各実施主体の役割等及び本プロトコルにおける用語の定義 

用語 概要 

共同体 本実証試験の実施主体 

メーカーを実施主体として介護事業者、効果評価者等から構成される組織体。 

実証試験責任者 本実証試験の実施責任者 

介護・医療関係の有資格者（医師、看護師、介護福祉士等）又は同等レベル

の知見を有した者が望ましい。責任者に有資格者の知見がない場合は、助言者を

置くことが望ましい。 

【役割】 

実証試験の実施、運営管理、費用負担、緊急時の対応等の責任を有する。 

事故等が発生した場合の補償等のために、事前に保険に加入する。 

開発メーカー 

本実証試験の対象機器の開発メーカー 

【役割】 

本プロトコルに記載された、実証試験を実施し、データをとりまとめ提出する。 

実証試験実施前に、共同体の代表として責任を持って倫理審査等を受ける。 

また、実証試験期間中に、当該ロボットの製造上･設計上の欠陥又は共同体の

運営上のミスに起因し、実証試験の参加者等の第三者が身体的に被害を被った

場合や、第三者の財物損壊が発生した場合に備えて賠償責任保険等に加入す

る。 

介護事業者 

在宅サービス、施設・居宅系サービスを総称して介護事業者という 

【役割】 

メーカーと連携し、共同体を構成する。対象者や介護者に対する事業の説明等を

行うとともに、調査票の記入等を支援する。 

介護者 

対象者の介護に携わる者。 

※対象者が介護保険サービスを受けている場合は介護事業者の職員等になる。

家族等が介護をしている場合は家族を指す。 

【役割】 

対象者のアセスメントシートの他、（対象者意識調査、対象者活動量調査）の

記入又は記入の支援をする。また、介護者意識調査を実施する。 

調査確認者 

理学療法士（PT）、作業療法士（OT）、介護福祉士等の専門職及び同等

以上の専門性を有し、調査票の内容を確認できる者。開発メーカーから委託され

て調査を確認する。 

【役割】 

対象者や介護者が記録した調査票について、実態に即して正しく記載できている

か確認する。 

対象者 

実証試験の被験者 

（対象者意識調査、対象者活動量調査）に記入、又は介護者の支援の元、

対応する。 
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実証試験概要 

（1） 対象機器 

○ 本実証試験の対象機器は経済産業省と厚生労働省において策定・改定された「ロボット技術 

の介護利用における重点分野」のうち以下の分野とする。 

 

重点分野名 機器の概要 

【A】移動支援 

（屋外移動） 

高齢者等の外出をサポートし、荷物等を安全に運搬できるロボット技術を用いた歩行

支援機器。 

【B】移動支援 

（屋内移動） 

高齢者等の屋内移動や立ち座りをサポートし、特にトイレへの往復やトイレ内での姿

勢保持を支援するロボット技術を用いた歩行支援機器。 

【C】排泄支援 排泄物の処理にロボット技術を用いた設置位置の調整可能なトイレ 

【D】入浴支援 ロボット技術を用いて浴槽に出入りする際の一連の動作を支援する機器 

 

（2） 適用基準1 

○ 本実証試験の適用基準を以下に示す。 

 

【A】移動支援（屋外移動） 

適用基準 

 歩行や両足での立位保持などの移動の動作に何らかの支えを必要とする方 

 座位保持、立ち上がりが可能な方 

 用具を利用して歩行可能な方 

 何か問題があった際に、意思疎通が可能な方 

 買い物や散歩などの屋外歩行を週に数回程度行っている方、またはその意向がある方 

 

【B】移動支援（屋内移動）／【C】排泄支援／【D】入浴支援 

適用基準 

 歩行や両足での立位保持などの移動の動作に何らかの支えを必要とする方 

 座位保持が可能な方 

 用具を利用して立ち上がり及び室内歩行が可能な方（立ち上がりにバランスを崩される方） 

 何か問題があった際に、意思疎通が可能な方 

 退院後の回復期の方など、回復意欲がある方 

（入院における一時退院中の方は対象外とする） 

                         
1 機器使用の適用基準ではなく、評価を測定するための適用基準である点に留意 
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（3） 実証試験の研究デザイン 

○ 実証試験期間：２～３ヶ月程度 

○ 調査期間を次の３期に区分し、各期に１回（計３回）測定を実施する。 

 第１期：ロボット介護機器導入前（3週間程度）（以下、「機器導入前」と記す） 

 第２期：ロボット介護機器導入直後（３週間程度）（以下「機器導入後①」と記す） 

 第 3期：ロボット介護機器導入直後（３週間程度）（以下「機器導入後②」と記す） 

 

 機器導入前 機器導入後① 機器導入後② 

実施期間 3 週間 3 週間 3 週間 

調査実施 
   

 

 

 

 

（4） エンドポイント 

○ 本実証試験では次のエンドポイント（指標）を設定し、次項に示す研究デザインに基づき実施す

る。 

 

指標 測定方法の考え方 

対象者の活動状況・生活状

況等 

□対象者の活動状況・生活状況（排泄、入浴等）及び介護サービス

を受けた回数を測定する。 

□測定は、調査期間（全３期）の毎日実施する予定。 

対象者の睡眠状況 □対象者の睡眠時間、夜間覚醒回数、日中伏臥時間を測定する。 

□測定は、調査期間（全３期）の毎日実施する予定。 

対象者に実施した介護サービ

スの回数 

□介護者が対象者に介護サービスを実施した回数を測定する。 

□測定は、調査期間（全３期）の毎日実施する予定。 

介護者と対象者の意識面へ

の影響評価 

□ロボット介護機器の導入による、介護者と対象者の意識面を調査す

る。 

3 期に区分した調査期間に各１回（計３回）測定を実施する。 

・機器導入前／機器導入後①／機器導入後② 

 

  

 

機器導入前に 
記入できている人のみに機

器導入する 

機器の利用状況を確認
し、不適切な場合は設置

場所等を修正 
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（5） 評価方法（評価内容・タイミング・頻度） 

○ 各調査では、以下の項目についてデータを取得し、事前と事後（①、②）のデータを比較し、機

器導入の効果を算出する。具体的な調査票は、別添資料を参照のこと。 

 

対象分野別 調査対象者 記入者 アウトカム 

◆移動支援機器（屋外）   

(1) アセスメントシート 対象者（ロボット介護機器の利

用者） 

介護者 対象者の ADL 等 

(2) 対象者意識調査 対象者（ロボット介護機器の利

用者） 

対象者 

（又は介護者） 

対象者意識 

(3) 対象者活動量

調査 

対象者（ロボット介護機器の利

用者） 

対象者 

（又は介護者） 

対象者の外出回数・時間・距離、

目的、方法 

外出時の転倒・ヒヤリハット回数等 

介護者（調査期間中に対象者

の介護に携わる施設職員又は

家族介護者） 

介護者 移動支援（屋外）の回数 

(4) 対象者睡眠状

態調査 

対象者（ロボット介護機器の利

用者） 

対象者 

（又は介護者） 

対象者の睡眠時間、睡眠状況、夜

間の覚醒回数等 

(5) 介護者意識調査 介護者（対象者の介護に携わ

る施設職員又は家族介護者） 

介護者 介護者意識 

質的評価コメント 

◆移動支援機器（屋内）   

(1) アセスメントシート 対象者（ロボット介護機器の利

用者） 

介護者 対象者の ADL 等 

(2) 対象者意識調査 対象者（ロボット介護機器の利

用者） 

対象者 

（又は介護者） 

対象者意識 

(3)-1  対象者移動

状況調査 

対象者（ロボット介護機器の利

用者） 

対象者 

（又は介護者） 

対象者の屋内移動回数・介助回

数、 

移動時の転倒・ヒヤリハット回数等 

介護者（調査期間中に対象者

の介護に携わる施設職員又は

家族介護者） 

介護者 移動支援（屋内）の回数 

(3)-2  対象者排泄

状況量調査 

対象者（ロボット介護機器の利

用者） 

対象者 

（又は介護者） 

対象者の排泄回数・介助方法等 

介護者（調査期間中に対象者

の介護に携わる施設職員又は

家族介護者） 

介護者 排泄支援の回数 

(4) 対象者睡眠状

態調査 

対象者（ロボット介護機器の利

用者） 

対象者 

（又は介護者） 

対象者の睡眠時間、睡眠状況、夜

間の覚醒回数等 

(5) 介護者意識調査 介護者（対象者の介護に携わ

る施設職員又は家族介護者） 

介護者 介護者意識 

質的評価コメント 

◆排泄支援    

(1) アセスメントシート 対象者（ロボット介護機器の利

用者） 

介護者 対象者の ADL 等 

(2) 対象者意識調査 対象者（ロボット介護機器の利

用者） 

対象者 

（又は介護者） 

対象者意識 

(3) 対象者排泄状

況量調査 

対象者（ロボット介護機器の利

用者） 

対象者 

（又は介護者） 

対象者の排泄回数・介助方法等 

介護者（調査期間中に対象者

の介護に携わる施設職員又は

介護者 排泄支援の回数 
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対象分野別 調査対象者 記入者 アウトカム 

家族介護者） 

(4) 対象者睡眠状

態調査 

対象者（ロボット介護機器の利

用者） 

対象者（又は介護

者） 

対象者の睡眠時間、睡眠状況、夜

間の覚醒回数等 

(5) 介護者意識調査 介護者（対象者の介護に携わ

る施設職員又は家族介護者） 

介護者 介護者意識 

質的評価コメント 

◆入浴支援    

(1) アセスメントシート 対象者（ロボット介護機器の利

用者） 

介護者 対象者の ADL 等 

(2) 対象者意識調査 対象者（ロボット介護機器の利

用者） 

対象者（又は介護

者） 

対象者意識 

(3) 対象者入浴状

況量調査 

対象者（ロボット介護機器の利

用者） 

対象者（又は介護

者） 

対象者の入浴回数・介助方法等 

介護者（調査期間中に対象者

の介護に携わる施設職員又は

家族介護者） 

介護者 入浴支援の回数 

(4) 対象者睡眠状

態調査 

対象者（ロボット介護機器の利

用者） 

対象者（又は介護

者） 

対象者の睡眠時間、睡眠状況、夜

間の覚醒回数等 

(5) 介護者意識調査 介護者（対象者の介護に携わ

る施設職員又は家族介護者） 

介護者 介護者意識 

質的評価コメント 

 

（6） 実施手順 

○ 適用条件に適した対象者を 10～15人選定する。 

○ 機器導入前調査（３週間）を実施し、調査票の記録を開始する。 

○ 共同体のスタッフのうち、調査確認者（PT／OT／介護福祉士等）が１週間ごとに記録状態を

確認し機器導入前調査（３週間）の記録終了後に対象機器を導入し、機器導入後調査①

のフェーズに進む。 

 

（7） 緊急時の対応 

○ 期間中、使用機器の誤作動による傷害、使用中の対象者の転倒・転落など緊急に対応すべき

事態が発生した場合は、速やかに事前に設定した緊急連絡先に連絡して指示を仰ぐ。 

 

（8） 中止の要件 

○ 期間中に機器の故障、対象者の入院等により、実証試験が継続できなくなった場合は、対象者

に関する調査票の記入はその時点で中止する。 
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 観察・測定方法 
 

実証試験準備 

（1） 実証試験責任者等・調査対象施設・調査日の決定 

○ 実証試験責任者を 1名程度選定する。 

○ 使用機器の誤作動による傷害、使用中の対象者の転倒・転落などの緊急に対応すべき事態が

発生した場合の連絡先窓口を設定する（2 名程度：１名は実証試験責任者と兼務しても問

題ない）。 

○ 実証試験期間のスケジュールをふまえ、調査期間（機器導入前調査、機器導入後調査①、②）

の調査日程を調整し、対象者・介護者・共同体で共有する。 

 

（2） 評価者の選定・決定 

○ 調査記録確認者（ＰＴ／ＯＴ／介護福祉士等）を 2-3 名程度選定する。実証試験対象

が複数機関にまたがる場合は、同一の者が対応することも可能とする。 

○ 実証試験期間のスケジュールをふまえ、評価のポイント等について説明を行う。 

 

（3） 事業所職員等に対する説明、講習会等の実施 

○ 実証試験に関わる事業所職員等（介護者）、家族等に対する説明、機器導入・定着にかかる

講習会等を実施する。 

 

（4） 対象者（要介護者）の選定、目標設定 

○ 対象者は施設入所又は在宅介護サービスの利用開始から 3 か月以上経過している者（10 名

～15名程度）を選定する。 

○ 各自のADLの状態等を踏まえ、機器導入の目標設定を行う。目標設定は【１】アセスメントシー

トに記載する。 

（例） 

 移動支援機器（屋外）を使って一人でスーパーに買い物に行く。町内会の集まりに参加する。 

 移動支援機器（屋内）を使って、トイレまで車椅子を使わずに歩いて行けるようにする。 

 排泄支援機器を使うことで、夜のオムツを外すようにする。 

 入浴支援機器を使うことで、家のお風呂に入ることができる。 

 

○ 介護サービス利用開始から間もない方は状態が不安定な場合や、介護職員等との信頼関係が

十分に築けていないこともあるため、望ましくない。ただし、急性期病院等からの退院者等、回復
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期の対象者については、この限りではない。 

施設入所又は在宅介護サービス利用開始から間もない利用者を対象とする場合は、十分に配

慮を行うこと。 

○ 実証試験の対象者は同一の施設の入所者等に限らず、複数の施設で並行して実証試験を実

施しても問題ない。 

 

（5） 同意の取得（対象者及び家族への説明・依頼・同意書の取得） 

○ 機器の特性を勘案した上で、適用条件に適合し、実証試験の対象となりうる者に、調査目的・

内容等について説明し、協力を依頼する。 

※後述する試行を踏まえて、最終的に実証試験対象者を決定するため、余裕を持って候補者を選

定する。 

○ 同時に、実施に当たっての危険性、不利益、費用の生じる可能性などを説明した上で調査協力

同意書に記入を依頼する。説明の際には、ケアマネジャー、民生委員など、対象者の権利を擁護

する立場の人に同席を求める。 

○ その際、対象となりうる者の家族への説明等も行う。 

○ 本人に同意能力が確認できない方は、対象外とする。 

○ 説明・同意の確認は極力個別に実施する。 

○ 調査協力同意書は、調査終了後 5年間、共同体責任者が責任をもって保管する。 

 

（6） 対象者の介護者への説明と同意の取得（介護事業者が協力する場合） 

○ 調査に協力する介護者（介護事業所の担当職員又は家族の介護者）に対して、共同体の責

任者から調査説明書等を用いて調査目的・内容、について説明を行って協力を依頼する。 

○ 同時に、実施に当たっての危険性、不利益、費用の生じる可能性などを説明した上で調査協力

同意書に記入を依頼する。この説明に際しては、法人の外部理事など、職員の権利を擁護する

立場の人に同席を求める。 

 

（7） 機器の試用と対象者の決定 

○ 機器の試用結果を踏まえ、対象者を最終的に 10 名程度決定する。（10 名以上でも問題な

い） 

○ 実証試験前に、対象者のアセスメントシートを記入する。 

○ 実証試験を効果的に進めるため、機器導入後の対象者の介助については、基本的には導入機

器を利用して行う。 
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データ取得 

（1） 機器導入前調査 

○ 機器を導入・利用する前に、事前調査（後述の【１】、【２】、【５】）を実施する。別添の自記

式調査票を使用し、【１】、【5】は介護者が記載し、【２】については対象者本人または介護者が

聞き取り調査を行う。 

 

【１】アセスメントシート 

○ 移動支援機器導入の対象者について、調査期間２回（機器導入前、終了時）分、以下の項

目についてデータを収集する。 
 

１．利用者属性 ２．ADL の状況 ３．ICF 項目 

・性別*、年齢階級* 

・利用しているサービス 

・要介護度 

・障害高齢者の日常生活自立度 

・認知症高齢者の日常生活自立度 

・体重 

・移動に影響する疾患の有無 

・主傷病名* 

・移乗支援用具等の使用経験* 

・（在宅のみ）家族介護者の状況 

・機器導入の目的、機器の利用目標 

・利用予定の環境 

・機器の中止条件 

・座位保持 

・端座位保持 

・立ち上がり 

・歩行、尿意・便意の訴え 

・体位変換 

・ナースコール 

【活動と参加の評価】 

・学習と知識の応用 

・コミュニケーション 

・運動・移動 

・セルフケア 

・対人関係 

・コミュニティライフ・社会生活・市

民生活 

*は機器導入前のみの調査項目 

 

【２】対象者意識調査 

○ 機器導入の対象者について、調査期間３回（機器導入前、機器導入後①、②）、以下の項

目のデータを収集する。 
 
１．機器に対する認識 ２．機器利用による心理的効果 

・導入する機器の認知状況 

・導入する機器への主観的評価 

・ PIADS（Psychosocial Impact of 

Assistive Devices Scale）日本語版 

 

【5】介護者意識調査 

○ 機器導入の対象者を担当する介護者（ヘルパー、家族（在宅の場合）等）全員について、以

下の項目のデータを収集する。 
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１．職員属性 ２．機器に対する認識 ３．介護負担尺度 

・性別／年齢階級 

・保有資格 

・職務経験年数 

・導入する機器の利用経験有無 

・導入する機器の認知状況 

・導入する機器への主観的評価 

・Zarit 介護負担尺度（家族介護者向け） 

・職業性ストレス調査項目 

４．機器導入に伴う影響  

・機器導入に伴う介護サービス全体におけるプラス／マイナスの変化 

・機器導入に関する意見 
 

 

 
 

（2） 実証試験期間中のデータ収集 

○ 【３】対象者活動量調査（屋外移動支援）、移動状況調査（屋内移動支援）、排泄状況

調査（排泄支援）、入浴状況調査（入浴支援）、【４】対象者睡眠状況調査では、事業実

施期間中、継続的にデータを収集する。 

○ 【３】対象者活動量調査（屋外移動支援）では、自記式調査票を使用しながら介護者等が

毎日調査を行うが、リストバンド式データ測定機器等も活用してデータ収集を行い、調査票に転

記することを推奨する。 

 

【３】対象者活動量調査／移動状況調査／排泄状況調査／入浴状況調査 

（自記式調査票の場合） 

○ 移動支援機器導入の対象者について、実証試験期間中、毎日、以下の項目のデータを記録・

収集する。 

（データ測定機器利用の場合） 

○ 移動支援機器導入の対象者について、実証試験期間中、継続的に以下の項目のデータを収集

する。データ測定機器（リストバンド等）を利用した場合、収集可能なデータが機器によって異な

るため、使用するデータ測定機器が収集可能なデータを収集したうえで、転記する。 
 

【移動支援（屋外・屋内）】（すべて 1日ごとの情報） 

１．活動量情報 ２．睡眠情報 

（自記式調査票の場合） 

屋外：・外出回数（補助具・機器あり／なし） 

・外出時間 

・移動距離 

・天候／体調等 

・ヒヤリハットの有無等 

屋内：・移動回数（補助具・機器あり／なし） 

※部屋間の移動、トイレへの移動、入浴への移動、その他 

・ヒヤリハットの有無等 

（自記式・データ測定機器利用：共通） 

・起床時刻 

・起床時の状態 

・就寝時刻 

・就寝時の状態 

・就寝中に目覚めた回数 

・日中臥位時間 

・当日の体調に影響する出来事等 

（データ測定機器利用の場合） 

・測定機器の情報 
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・1 日あたり歩数／歩行距離／活動時間等 

（機器により異なる） 

【排泄支援】（すべて 1日ごとの情報） 

１．活動量情報 ２．睡眠情報 

（自記式調査票の場合） 

・排泄回数（利用機器及び介助有無・介助人数別） 

-トイレ／ポータブルトイレ／パッド交換／おむつ交換 

-導入機器の利用 

-失禁回数 

-浣腸回数 

    

（自記式・データ測定機器利用：共通） 

・起床時刻 

・起床時の状態 

・就寝時刻 

・就寝時の状態 

・就寝中に目覚めた回数 

・日中臥位時間 

・当日の体調に影響する出来事等 

【入浴支援】（すべて 1日ごとの情報） 

１．活動量情報 ２．睡眠情報 

（自記式調査票の場合） 

・入浴回数（介助有無別） 

-シャワー浴 

-浴槽への入浴（機器の利用有無別） 

-機械浴 

・ヒヤリハットの有無等 

（自記式調査票の場合） 

・起床時刻 

・起床時の状態 

・就寝時刻 

・就寝時の状態 

・日中臥位時間 

・当日の体調に影響する出来事等 

 

※参考：データ測定機器の例 

機器 概要 収集可能なデータ 

リストバンド型ウェアラブル式データ測定機器

（Fitbit（Flex2,Alta,Hlta HR）、ドコモ

ヘルスケア ムーヴバンド 3 等） 

リストバンド型ウェアラブル端

末。専用アプリを通じてデータ

管理可能 

・活動量データ（歩数、距離、消費カロ

リー等） 

・睡眠データ 

歩行支援ロボットのオプション 

（RT.2 の活動量測定機能）等 

歩行支援ロボット。インターネッ

ト上で活動量を管理可能 

・活動量データ（距離、時間、消費カロ

リー等） 

ＧＰＳロガー 

（i-gotU GT-120,i-gotU GT-600,I-O 

DATA 旅レコ（GPSLOG）,SONY GPS-

CS3K，HOLUXM-241 等） 

移動の軌跡・距離データが収

集可能 

活動量データ（距離等） 

 

（3） 実証試験期間後のデータ収集及び廃棄 

（実証試験後のデータ収集） 

○ 一回目の介入後（２期の最後）に、事後調査①として、自記式調査票を使用し【２】対象者

意識調査および【５】介護者意識調査を実施する。【２】対象者意識調査は利用者本人または

介護者が聞き取り調査を実施し、【５】介護者意識調査は介護者が実施する。 
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○ 介入群の二回目の介入後（３期終了時）に、事後調査②として【２】対象者意識調査、【５】

介護者意識調査を実施する。 

○ また、調査終了後、介護施設・事業所に対し、共同体から意識調査を実施する。 

 

【６】事業所調査 

○ 実証試験に参加した事業所の管理者が、以下の項目に自記式で回答し、データを記録・収集

する。 
 
１．機器導入のねらい ２．事業所の業務の変化 ３．対象利用者の変化 

・事業所が抱える課題 

・機器を導入した理由 

・対象利用者を選択した理由 

・業務フロー・職員配置の変化 

・業務時間・内容の変化 

・機器導入による効果と課題 

・業務管理面・経営面の変化 

・対象利用者の意識、生活 

・身体状況 

４．職員の変化 ５．機器導入・定着・活用への意見  

・職員の意識・業務負担感 

・身体状況 

・効果・活用可能性 

・課題・要改善点 

 
 

（資料の廃棄） 
 

○ 調査員マニュアルや対象者状態票記入の手引き等の資料及び個人の ID 番号と氏名等の個人

情報を紐づけるリスト等は終了後に廃棄する。 

○ 同意書および個人ごとのデータは共同体において５年間保管（施錠管理）の上、廃棄する。 
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データ提出 

（1） 提出するデータ 

○ 本事業では、個人ごとのデータ、項目別の集計データおよび、事業内容をとりまとめた事業報告書

を事務局に提出する。 

 

（2） 提出データの形式 

○ 提出するデータは電子データとする（紙調査票は提出不要）。 

○ 記入済みの自記式調査票は事業所ごとに取りまとめの上、エクセル等で入力（入力フォーマット

は提供）する。入力したデータを csv、xls 等の形式に変換し、事務局に提出する。なお、データ

の入力フォーマットは事務局から提供する。 

○ データ測定機器によって収集した活動量や睡眠情報については、利用者ごとに調査票にデータを

転記いただき、入力の上、事務局に提出する。 

 

※fitbit（リストバンド型データ測定端末）を活用する場合の例 

・ データ測定機器購入後、製品ホームページ（https://www.fitbit.com/jp/home）にアクセスし、専用

アプリをダウンロードするとともに、各種設定を行い、アカウントを作成する。 

・ アカウント作成にはメールアドレスが必須となるため、メールアドレスを保有していない利用者については、

gmail 等で個人用アドレスを作成するか、事業所において実証用のメールアドレスを対象者数分設定してお

く必要がある。 

・ 利用者の腕に付け、活動時および睡眠時のデータを測定する。測定されたデータは、ホームページから専用ペ

ージにログインし、データを確認する。 

・ ホームページからデータを csv や xls 形式でダウンロードすることも可能。データの最大保存期間は１か月の

ため、１～２週間分をダウンロードし、利用者別に保存しておく。 

・ 最終的に、利用者ごとに２か月分のデータを１ファイルにまとめて入力し、提出する。 

 

（3） 提出するデータの留意点 

○ 実証試験期間中、１ヶ月に１回、データを提出する。その際、以下の点に注意をする。 

 提出するデータからは個人を特定できる情報（氏名）は削除する。 

 【1】～【6】の調査ごとに csv ファイルを作成する。 

 【1】～【5】については各利用者情報または介護者情報を一行に入力する（Ａ列

が利用者番号または職員番号）ものとし、特に【3】と【5】については担当利用者情

報と突合可能なように、担当した利用者の番号を入力する欄を設ける。 
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図 データ入力フォーマット（アセスメントシート）のイメージ 

 

（4） データクリーニングの実施 

○ 提出するデータについては、入力ミスや外れ値が含まれていないかどうかを、共同体の責任

者がチェックし、不適切な値が存在した場合にはクリーニングを実施する。 

○ データクリーニングは以下の観点から実施し、不適切と思われる設問については原票を確

認し、必要に応じて介護事業者又は利用者に再確認する。 

【例】 

数値、文字等の別が正しく入力されているか 

選択肢にない番号が入力されていないか 

回答範囲外の数値が入力されていないか 

（一日あたり睡眠時間が 24時間を超過している等） 

回数等が異常に多く入力されていないか 

など 

（5） 集計・報告 

○ 入力・収集したデータをクリーニングした上で、調査項目別の単純集計・クロス集計を実施する。 

実施する集計は以下のとおりとする。項目立てについては、別添の集計シートを参照する。 

○ 前後比較集計においては、対応のあるt検定、ノンパラメトリック検定等を行い、統計的な有意性

も確認する。 

○ 必要に応じて、第三者にデータを提供し、統計的な解析を行うことが想定されるため、参加者

（対象者、介護者等）から事前にデータの第三者提供に関する同意を取得しておく。 
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調査名 項目 集計 

【１】 

アセスメントシート 

利用者属性／ADL の状況／ICF

項目等 

機器導入前／機器導入後②の単純

集計（分布、平均、偏差、中央値） 

機器導入の目的、目標 定性的な整理・分析（必要に応じて

分類、類型化） 

利用環境（機器の利用環境につい

ての特質すべき点） 

定性的な整理・分析（必要に応じて

分類、類型化） 

【２】 

対象者意識調査 

機器に対する認識、機器利用の心

理的効果 

機器導入前／機器導入後②の単純

集計および前後比較集計 

【３】 

対象者

活動量

調査 

【A】 

活動量調査 

（屋外移動） 

対象者の外出回数・時間・距離、目

的、方法、 

外出時の転倒・ヒヤリハット回数等 

移動支援（屋外）の回数 

機器導入前／機器導入後②の単純

集計および前後比較集計 

【B】 

活動量調査 

（屋内移動） 

対象者の室内移動回数・介助回数 

移動時の転倒・ヒヤリハット回数等 

移動支援（屋内）の回数 

機器導入前／機器導入後②の単純

集計および前後比較集計 

対象者の排泄回数・介助方法等 

排泄支援の回数 

機器導入前／機器導入後②の単純

集計および前後比較集計 

【C】 

排泄支援 

対象者の排泄回数・介助方法等 

排泄支援の回数 

機器導入前／機器導入後②の単純

集計および前後比較集計 

【D】 

入浴支援 

対象者の入浴回数・介助方法等 

入浴支援の回数 

機器導入前／機器導入後②の単純

集計および前後比較集計 

【４】 

対象者睡眠状況調査 

対象者の睡眠時間、睡眠状況、夜

間の覚醒回数等 

機器導入前／機器導入後②の単純

集計および前後比較集計 

【５】 

介護者意識調査 

職員属性 

機器に対する認識 

職務上の負担 

介護負担尺度（在宅及び施設） 

被介護者情報と突合し、被介護者ご

との集団として集計する。 

→機器導入前／機器導入後②の単

純集計および前後比較集計 

機器導入に伴う影響 定性的な整理・分析（必要に応じて

分類、類型化） 

【６】事業所調査 機器導入の狙い、業務の変化等 定性的な整理・分析（必要に応じて

分類、類型化） 

 

 

 情報の機密保持について 

  本実証試験は、利用者の生活に深く関与する調査である。このため、情報の機密保持につい

ては、調査中、調査後ともに、十分に注意し、共同体の責任で管理する。少なくとも下記に示

す管理を実施する。 

○ 調査関係書類は、施錠できる場所に保管し、その鍵は実証試験責任者が管理するとと

もに、書類の出し入れについては都度記録を残す。 

○ 回答済み調査票は調査対象者名が記載されていなくても個人情報となり得るので、個
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人情報保護法に基づく施設の個人情報保護規定に即した管理を行う。 

○ 調査結果や名簿類は、各事業所でコピーを取ったり、電子ファイル化、PC への保存をし

ない。 

 

問い合わせ先 

○ 利用者等からの本実証試験に関する問い合わせ先を周知する。 
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（別添１）説明同意文書の例 

 

 

① 介護者向け説明文書（例） 

② 対象者向け説明文書（例） 

③ 調査協力同意書（例） 

④ 調査協力同意書：代筆者用（例） 

⑤ 同意撤回書（例） 
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① 介護者向け説明文書（例） 

ロボット介護機器（移動支援）の評価補助事業 説明文書（例） 

［ロボット介護機器（移動支援）を使用を担当する介護者向け］（事業者から介護者への説明） 

 

（１）事業の目的について 

この事業は、介護の場にロボット介護機器を導入することで、介護現場での介護技術

開発（効率化など）、負担軽減や介護の質の向上等についてどのような効果をもたらし

ているのかを検証し、ロボット介護機器の活用による生産性の向上の推進を図ることを

目的として、日本医療研究開発機構の補助事業として●●（共同体代表）を代表として

本施設が実施しているものです。（※各々の共同体と施設の立場によって記載を変更） 

本施設では、平成２９年●月●日から平成３０年●月●日までロボット介護機器

「（●●（使用する機器名を記載）」を試験的に導入し、それによる影響、変化を記録

します。あなたには、ロボットを使用する介護職員としての参加をお願いします。 

 

（２）調査実施内容について 

本施設での調査項目は以下の通りです。 

① 介護・看護職員等の意識調査 

移動支援機器を導入する前と導入後のタイミングで、機器を利用する対象者に介護サー

ビスを提供する介護・看護職員の方の意識についてアンケートに回答いただきます。 

この調査は、移動支援機器を導入することで、介護・看護職員の意識がどのように変

化するかを把握するために行うものです。 

② 対象者の意識調査 

ロボット介護機器導入後の 3週間に一度のタイミングで、対象者の方にアンケートに回

答いただきます。介護職員のうち専門性があり対象者の状態を継続的に把握されている

方による聞き取り調査をお願いし、共同体から派遣された調査員（理学療法士、作業療

法士等の専門職）が記載内容の確認を行います。 

③ 対象者の利用状況についての調査 

に把握されている方による聞き取り調査をさせていただきますが、ご対応が難しいよう

でしたらご遠慮なくその旨をお伝えください。 

④ 移動支援機器に関する感想、現在の状況についての調査 

移動支援機器に関する感想ならびに仕事に関する状況について、共同体から派遣された

調査員（理学療法士、作業療法士等の専門職）が詳細な記録を確認させていただきま

す。 

 

（３）実施に当たっての危険性、不利益について 

この移動支援機器は、操作によっては（感電など：機器別に記載）の可能性があり、

（火傷など：機器別に記載）の危害を受ける可能性があります。これらについては、メ

ーカーからの説明をよく理解しておいてください。 
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また、この機器を使って健康被害が発生した場合に備えて、本事業を実施する共同体

として○○の範囲内で対応します（各メーカーが加入する実証試験保険等の内容を説

明）。ただし、介護職員の不適切な行動による場合は施設の責任範囲となります。ま

た、要介護者やその家族が直接の原因となる事故、外傷の発生した場合は施設職員が責

任範囲に含まれる可能性があります。 

 

（４）実施協力に同意しないことによる不利益について 

この調査への参加をお断りになることは自由です。調査に一旦参加することに同意し

た場合でも、その同意はいつでも撤回することができます。調査に参加しなくても、ま

た同意を撤回しても、いかなる不利益も受けることはありません。 

 

（５）費用について 

 この調査に参加することであなたにご負担をお願いすることはありません。 

 移動支援機器使用中の機器の故障、破損についてはメーカーとの契約によって責任範

囲が決まりますが、あまりに不正な使用で故障、破損が生じた場合は施設からあなたに

破損料が請求される場合があり得ます。 

  

（６）個人情報の保護について 

 あなたからいただいたデータのとりまとめに当たっては、個人情報（あなたを特定で

きるデータの組み合わせ）は厳重に管理して行います。また、とりまとめの終了後は個

人を識別できる情報の組み合わせは○○貴共同体責任者）において責任をもって完全に

破棄します。また、個人情報を識別できない形で（○○貴共同体）において、○年間保

管し、本事業の目的のための分析に用います。結果の公表に当たっては個人を識別でき

ない形で公表します。 

 

（７）情報の活用について 

 あなたからいただいたデータは、個人情報（あなたを特定できるデータの組み合わ

せ）を識別できない形で経済産業省に提出して５年間保管し、本事業の目的のための追

加の分析や、内容確認等が必要な場合に用います。その際、必要に応じて、経済産業省

から、株式会社三菱総合研究所や産業技術総合研究所に依頼し、データの分析や解析を

行う場合があります。ただし、委託先では、確認・解析終了後、速やかにデータを削除

します。 

 

（８）調査結果の活用とその結果について 

調査のデータは将来のロボット介護機器の有効活用と将来の開発のための基礎データとし

てとりまとめます。我が国の介護現場の改善のための基礎データとともに、ロボット介護機

器支援の産業化の促進のために活用します。また、この調査に引き続いて、より詳細な解析

のための研究が予定されていますが、その場合は改めて同意をお願いいたします。 
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※本調査の内容についてのご質問は、●●●（貴共同体名）の▲▲▲（貴共同体担当

者）にお問い合わせください。 
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② 対象者向け説明文書（例） 

 

ロボット介護機器（移動支援）の評価補助事業説明文書（例） 

［ロボット介護機器（移動支援）の対象者向け］ 

 

（１）事業の目的について 

この事業は、介護現場にロボット介護機器を導入することで、介護現場での介護技術

開発（効率化など）、負担軽減や介護の質の向上等についてどのような効果をもたらし

ているのかを検証し、ロボット介護機器の活用による生産性の向上の推進を図ることを

目的として、日本医療研究開発機構の補助事業として、本施設に委託されて実施するこ

とになったものです。 

本施設では、平成２９年●月●日から●月●日までロボット介護機器「●●（施設に

おいて使用する機器を記載）」を試験的に導入し、それによる影響、変化を記録しま

す。あなたには、担当職員がロボットを使用する要介護者としての参加をお願いしま

す。 

 

（２）調査実施内容について 

本施設での調査項目は以下の通りです。 

 

① 外出状況及び睡眠状況についての調査 

調査期間中、あなたの外出状況や睡眠状況について、毎日、記録していただきます。 

外出状況については、外出ごとに、時間や移動方法、目的などを記録してください。 

また睡眠状況については、起床時に、就寝時間、起床時間、夜間の覚醒時間を記録して

ください。ご対応が難しいようでしたら、介護者に、ご遠慮なくその旨をお伝えくださ

い。 

 

② ロボットに関する感想、現在の状況についての調査 

ロボットの使用状況や感想について、介護ロボット導入後の3週間に一度のタイミング

で、アンケートにご協力いただきます。施設の生活相談員、ケアマネジャーなど専門性

があり利用対象者の状態を継続的に把握されている方による聞き取り調査をさせていた

だきますが、ご対応が難しいようでしたらご遠慮なくその旨をお伝えください。 

   

（３）実施に当たっての危険性、不利益について 

このロボットは、操作によっては感電、操作する手・指などの挟みこみ、転落などの

可能性があり、火傷・切り傷・打撲などの危害を受ける可能性があります。担当職員は

これらの危険を防止するための十分な訓練を受けていますのでご安心ください。 

また、このロボットを使って健康被害が発生した場合は、メーカーとの契約によっ

て、責任範囲が決まることになっています。場合によっては、介護職員の不適切な行動

による場合施設の責任範囲となります。また、あなたが責任範囲に含まれる可能性もあ
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ります。この点、ご留意ください。 

 

（４）実施協力に同意しないことによる不利益について 

この調査への参加をお断りになることは自由です。調査に一旦参加することに同意し

た場合でも、その同意はいつでも撤回することができます。調査に参加しなくても、ま

た同意を撤回しても、いかなる不利益も受けることはありません。 

 

（５）費用について 

この調査に参加することであなたにご負担をお願いすることはありません。機器の利用

対象者に起因する事故が生じた場合は、施設入所契約の条件に基づいて責任範囲を整理

しますが、意図的な妨害などが認められる場合は施設からあなたに破損料が請求される

場合があり得ます。 

 

（６）個人情報の保護について 

 あなたからいただいたデータのとりまとめに当たっては、個人情報（あなたを特定で

きるデータの組み合わせ）は厳重に管理して行います。また、とりまとめの終了後は個

人を識別できる情報の組み合わせは（貴共同体責任者）において責任をもって完全に破

棄します。個人情報を識別できない形で（○○貴共同体）において、○年間保管し、本

事業の目的のための分析に用います。また、結果の公表に当たっては個人を識別できな

い形で公表します。 

 

（７）情報の活用について 

 あなたからいただいたデータは、個人情報（あなたを特定できるデータの組み合わ

せ）を識別できない形で経済産業省に提出して５年間保管し、本事業の目的のための追

加の分析や、内容確認等が必要な場合に用います。その際、必要に応じて、経済産業省

から、株式会社三菱総合研究所や産業技術総合研究所に依頼し、データの分析や解析を

行う場合があります。ただし、委託先では、確認・解析終了後、速やかにデータを削除

します。 

 

（８）調査結果の活用とその結果について 

調査のデータは将来の介護ロボットの有効活用と将来の開発のための基礎データとしてと

りまとめます。我が国の介護現場の改善のための基礎データとともに、介護ロボットの産業

化の促進のために活用します。また、この調査に引き続いて、より詳細な解析のための研究

が予定されていますが、その場合は改めて同意をお願いいたします。 

 

※本調査の内容についてのご質問は、●●●（貴施設名）の▲▲▲（貴施設担当者）に

お問い合わせください。 
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③調査協力同意書（例） 

 

 

           殿 

 

協力同意書 

 

私は「ロボット介護機器（移動支援）の評価補助事業」に関する以下の事項について

説明を受けました。理解した項目については自分で□の中に☑印を入れて示しました。 

 

□事業の目的について（説明文書 項目１） 

□調査実施内容について（説明文書 項目２） 

□実施に当たっての危険性、不利益について（説明文書 項目３） 

□実施協力に同意しないことによる不利益について（説明文書 項目４） 

□費用について（説明文書 項目５） 

□個人情報の保護について（説明文書 項目６） 

□個人情報の第三者提供について（説明文書 項目７） 

□調査結果の活用とその結果について（説明文書 項目７） 

 

これらの事項について確認した上で、本研究に協力することに同意します。 

 

             平成２９年  月  日 

               署名            印 

 

本研究に関する説明を行い、自由意思による同意が得られたことを確認します。 

 

            説明担当者署名 所属職名               

                    氏名            印  
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③ 調査協力同意書：代筆者用（例） 

 

           殿 

 

協力同意書（代筆者用） 

私は「ロボット介護機器（移動支援）の評価補助事業」に関する以下の事項について

説明を受けました。理解した項目については自分で□の中に☑印を入れて示しました。 

 

□事業の目的について（説明文書 項目１） 

□調査実施内容について（説明文書 項目２） 

□実施に当たっての危険性、不利益について（説明文書 項目３） 

□実施協力に同意しないことによる不利益について（説明文書 項目４） 

□費用について（説明文書 項目５） 

□個人情報の保護について（説明文書 項目６） 

□調査結果の活用とその結果について（説明文書 項目７） 

 

これらの事項について確認した上で、下記参加者が本研究に協力することに同意しま

す。 

 

             平成２９年  月  日 

                 研究参加者署名            印 

                 代筆者署名            印 

（注:代筆は、親族であって本人の利益を代表できる方、あるいは研究参加者が利益

を代表するものとして指名した方にお願いします） 

           研究参加者との続柄・関係               

 

本研究に関する説明を行い、自由意思による同意が得られたことを確認します。 

           説明担当者署名 所属職名               

                   氏名            印  
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④ 同意撤回書（例） 

 

           殿 

 

同意撤回書 

 

私は「ロボット介護機器（移動支援）の評価補助事業」に関して、協力することおよ

びデータを提供することに同意しておりましたが、このたび、前回の同意に関して、

下記のとおり、一部変更しますので、適切に対応していただきますようお願いいたし

ます。 

 

□調査への協力を撤回します。 

□本事業で得られた私のデータは、すべて破棄、削除してください。 

□本事業で得られた私のデータを、第三者に提供しないでください。 

 

 

             平成２９年  月  日 

               署名            印 

 

 

            説明担当者署名 所属職名               

                    氏名            印  

 

 



（別紙２）調査票 

【A】 移動支援（屋外移動） 

【B】 移動支援（屋内移動） 

【C】 排泄支援 

【D】 入浴支援 

 



 

 

調査票【A】移動支援（屋外移動） 

 

【１】アセスメントシート 

【２】対象者意識調査 

【３】対象者活動量調査 

【４】対象者睡眠状況調査 

【５】介護者意識調査 

 

調査票名 記入者 測定・記入のタイミング 備考 

【１】 

アセスメントシート 

対象者（又は介護者

による聞き取り） 

期間中３回 

※導入前、導入後①、導

入後② 

 

【２】 

対象者意識調査 

対象者（又は介護者

による聞き取り） 

期間中３回 

※導入前、導入後①、導

入後② 

 

【３】 

対象者活動量調査 

対象者（又は介護者

による聞き取り） 
毎日 

専門家（PT/OT等）

が記入状況確認 

※歩数計等との併用 

【４】 

対象者睡眠状態調査 

対象者（又は介護者

による聞き取り） 
毎日 

専門家（PT/OT等）

が記入状況確認 

※歩数計等との併用 

【５】 

介護者意識調査 

介護者（介護職員又

は家族） 

期間中３回 

※導入前、導入後①、導

入後② 

 

 



性別

年齢階級

期間中に利用している

介護保険サービス

（当てはまるものに全て○）

要介護度

障害高齢者の

日常生活自立度

認知症高齢者の

日常生活自立度

体重

移動に影響する疾患の有無

移乗支援用具等の使用

座位保持

端座位保持

立ち上がり

歩行

尿意・便意の訴え

体位変換

ナースコール

機器利用の禁忌でないことの

確認

機器導入の目的

機器の利用目標

利用予定の屋外の環境

機器利用の中止条件

同意書の取得 　　　　　　　    　　月　　　　日

（階段や坂道、歩道の状況など特筆すべきことがあればご記入ください）

記入日

　　月　　　　日

施設・事業所ID

利用者属性　（あてはまるものに○を付けてください）

利用者ID

男　　・　　女

65歳未満　　・　　65～69歳　　・　　70～74歳　　・　　75～79歳

80～84歳　　・　　85～89歳　　・　　90歳以上

□出来る　　　　 □バランスをくずす　　　　□出来ない

□出来る　　  　 □どちらともいえない　　　□出来ない

□有（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　□無

□出来る　　　　 □バランスをくずす　　　　□出来ない

□出来る　　　　 □バランスをくずす　　　　□出来ない

□出来る　　　 　□バランスをくずす　　　　□出来ない

以下は、介助や補助器具の利用が無い場合での利用者の状態をお答えください

⑧介護老人福祉施設

⑨介護老人保健施設

⑩介護療養型医療施設

⑪福祉用具貸与

⑫その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑬介護保険サービスの利用なし

①訪問介護（介護予防訪含む）

②訪問入浴介護（介護予防含む）

③訪問看護（介護予防含む）

④訪問リハビリテーション（介護予防含む）

⑤通所介護（介護予防含む）

⑥通所リハビリテーション（介護予防含む）

⑦特定施設入居者生活介護

【１】アセスメントシート （屋外移動）

　　　　　　　　　月　　　　日機器導入日

（移動に関する目標がケアプランに位置づけられている場合は、その内容もご記入ください）

□出来る　　　   □どちらともいえない　　　 □出来ない

□押せる　　　　 □どちらともいえない　　　 □押せない

□確認した

　　　自立　　・　　要支援１　　・　　要支援２

要介護１　　・　　要介護２　　・　　要介護３　　・　　要介護４　　・　　要介護５

認定申請中　　・　　その他

自立　　・　　Ⅰ　　・　　Ⅱa　　・　　Ⅱb　　・　　Ⅲa　　・　　Ⅲb　　・　　Ⅳ　　・　　M　

Ｊ　　・　　　Ａ　　・　　　Ｂ　　　・　　　Ｃ

40kg未満　　・　　40kg台　　・　　50kg台　　・　　60kg台

70kg台　　・　　80kg台　　・　　90kg台　　・　　100kg以上

□有（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　□無



実行状況の

評価点

能力の

評価点

ｄ110

ｄ115

ｄ120

ｄ130

ｄ135

ｄ160

ｄ163

ｄ177

コミュニケーションの理解（ｄ310-ｄ329）

ｄ310

ｄ315

ｄ325

コミュニケーションの表出（ｄ330-ｄ349）

ｄ330

ｄ335

ｄ345

ｄ350

ｄ360

ｄ410

ｄ415

ｄ420

 　屋内移動

   屋外移動

ｄ530

ｄ540

ｄ550

ｄ560

一般的な対人関係（ｄ710-ｄ729）

ｄ710

　特別な対人関係（ｄ730-ｄ779）

ｄ760

ｄ910

ｄ920

ｄ940

ｄ998

特記事項　　（対象利用者についての特徴的な状態等）

　用具を用いての移動

　話すこと

　非言語的メッセージの表出

　書き言葉によるメッセージの表出

　会話

　コミュニケーション用具および技法の利用

アセスメントシート（活動と参加について：共通）

能力の評価点（支援なし） （活動制限の程度）

ある課題や行為を遂行する個人の能力について、右の0～４，または

８，９を評価点の欄にそれぞれ記入してください。

実行状況の評価点 （参加制約の程度）

個人が現在の環境のもとで行っている活動や参加の状況について、右

の0～４，または８，９を評価点の欄にそれぞれ記入してください。

　注意して視ること

　注意して聞くこと

　0  困難なし

  1  軽度の困難  2  中等度の困難  3  重度の困難  4  完全な困難

　8  詳細不明  9  非該当

　0  困難なし

  1  軽度の困難  2  中等度の困難  3  重度の困難  4  完全な困難

　8  詳細不明  9  非該当

　対人関係

interpersonal

interactions and

relationships

　コミュニティライフ・

社会生活・市民生

活　community,

social and civic

life

　基本的な姿勢の変換

　姿勢の保持

　乗り移り（移乗）

　排泄

　更衣

　食べること

　飲むこと

　基本的な対人関係

　家族関係

　コミュニティライフ

　レクリエーションとレジャー

　人権

　その他の特定の，コミュニティライフ・社会生活・市民生活

ｄ465

　コミュニケーション

communication

会話並びにコミュニケーション用具および技法の利用（ｄ350-ｄ369）

活動と参加 activities and participation

　学習と知識の応用

learning and

applying

knowledge

　その他の目的のある感覚

　模倣

　反復

　注意を集中すること

　思考

　意思決定

　話し言葉の理解

　非言語的メッセージの理解

　書き言葉によるメッセージの理解

　運動・移動

mobility

　セルフケア

self-care
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